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・香川大学は，ユーザ主導により業務システムをアジャイル内製開発する取り組みを開始した
・業務システムのアジャイル内製開発では，ユーザ主導で開発するシステムの要件を抽出すると

ともに，スクラム開発で業務システムを開発する

1. はじめに

2.ユーザ主導による業務システムアジャイル内製開発
• 香川大学では部局横断型の開発体制を整えており，DXラボと各事業部門のメンバーとが一緒に

なってDXプロジェクトを進めている（図１）
• 香川大学ではスクラムチーム（図２）で開発をおこなっており，プロダクトオーナーは事業部門

のメンバー，スクラムマスターと開発者はDXラボのメンバーが担っている
• DXラボの業務システム開発プロセスは，技術検証フェーズ（PoTフェーズ），期待している効果

の検証フェーズ（PoCフェーズ），実運用フェーズで構成されている（図３）
• DXラボの業務システム開発プロセスは，スクラム開発におけるスプリント（図４）に対応して

おり，スプリントプランニングは案件シートの作成，デイリースクラムは開発にあたり，スプリ
ントレビュー，スプリントレトロスペクティブは技術検証，概念検証にあたる

3.今後について
・香川大学で行われているユーザー主導による業務システムアジャイル開発を水平展開できる

手法の検討を進める。
・教務システム，人事システム，財務会計システムなどの基幹システムと内製業務システムとの

システム連携を推進する，ユーザ主導による業務システムアジャイル開発手法の検討を進める。

図１ 開発体制図

図3 業務システム開発プロセス

図2 スクラムチーム

図4 スプリント


